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1 はじめに
ピクトグラムは，心理学や認知科学の点から様々な
研究がされており，知的障害や自閉症の児童とのコミュ
ニケーションや，外国人に日本語教育を行った実例が
紹介されている [1]．また，近年インターネットを利用
した世界的な支援プロジェクト [2][3]も多くの人々に
知られるところとなり，今後グローバルコミュニケー
ション化の流れにおいて，ピクトグラムが重要な役割
を担うことが期待されている．
ところで，これまで言語学習支援システムではさま
ざまな研究が行われてきた．それらの研究では異言語
間の語彙ベースの繋がりだけでなく，音声，動画，画
像などのマルチメディアコンテンツを効果的に利用し
学習効果の向上を図る試みが多く見受けられる [4]．ピ
クトグラムは一般的に画像コンテンツであり，これら
の研究と同様の効果が期待できる．また，ピクトグラ
ムを様々な概念や語彙と有機的に結び付けることによ
り，複数の概念体系や表現方式を統合的かつ直感的に
学習できると考える．
本稿では，プリンストン大学で構築が進められてい
る概念・シソーラス辞書であるWordNet[5]の語彙お
よび言語概念をピクトグラムと連携させることで，そ
れらを相補的に理解できるシステム Picona (Pictorial
concept navigator) を構築したので報告する．

2 システム概要
2.1 システム構成

Piconaは，Webアプリケーションとして実装してお
り，Internet Explorer，Firefox，Operaなどの主要な
ブラウザ上での利用が可能である．また，データベー
スにはWordNetのデータテーブルと，ピクトグラムと
言語を相互変換するテーブルを持っている．それらに
よって構成されるデータ構造（以下，“ Piconaの概念
体系”と呼ぶ）を図 1に示す．図 1は “light”を基準と
した語彙間の関係を図示したものである．ただし，本
来WordNetは単語間に関係が存在し，図 1左で示さ
れる構造とは異なる．

Piconaの概念体系は，ピクトグラムにその意味を示
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図 1: Piconaの概念体系

す各種言語の単語を付与したデータを基盤としている．
ピクトグラムに付与した各英単語にはWordNetの語彙
体系およびシソーラス体系が結び付けられており，そ
れを辿ることでピクトグラムの語彙体系およびシソー
ラス体系を辿ることができる．

2.2 インタフェース
システムの実行例を次ページの図 2に示す．画面中

央に大きく表示されているピクトグラム（以下，“メイ
ンピクトグラム”と呼ぶ）は画面下方の単語群によって
指定されている．このピクトグラムが持つシソーラス
体系は周囲のブロックにハイライトして表示し，ピク
トグラムが登録されている場合はそのピクトグラムを
ブロックの影に一部分表示している．ハイライトされ
たブロックはハイパーリンクになっており，クリック
することで関係を持つピクトグラムまたは単語を辿る
ことができる．関係名などのメニュー表示は画面下方
のラジオボタンから多言語切り替えが可能である．ま
た，メインピクトグラム左上方のボタンで，メインピ
クトグラム以外のピクトグラムの表示・非表示の切り
替えが可能である．図 2の状態でこのボタンを押すと，
メインピクトグラムはより大きく，周囲のピクトグラ
ムはブロックの中に隠れるように遷移する．

2.3 検索機能
図 2下方のテキストボックスからピクトグラムとそ

のシソーラス体系を検索することが可能である．検索
には Piconaの概念体系を利用する．ただしWordNet
は英語にのみ対応した辞書であるため，英単語で検索
された場合と，それ以外の単語で検索された場合で処
理が異なる．英語で検索された場合は，WordNetにそ
の単語に付随するシソーラス体系を検索し，Piconaで
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図 2: Piconaの実行図

ピクトグラムと各種言語の変換を行う．英語以外の語
彙で検索された場合は，Piconaでピクトグラムと各種
言語の変換を行い，英単語をWordNetのテーブルに渡
してシソーラス体系を検索する．Piconaの概念体系も
しくはWordNetの語彙体系が不足していた場合には，
ユーザに補完を促す．
これまでユーザが欲しいピクトグラムを探す場合，
ピクトグラムを確認し意味を推測しながら探す必要が
あった．語彙ベースでの検索によって意味を推測する手
間が省略され，検索性が大幅に向上した．多言語検索を
可能とすることにより，ピクトグラムの普及とグロー
バルコミュニケーション支援に役立つと考えている．

2.4 データ登録機能
概念体系が不足している場合，ユーザが補完できる
仕組みになっている．WordNetの言語概念は膨大であ
り，そのすべての語彙とピクトグラムを一対一に対応
付けることは困難である．現在，Picona は約 950 個
のピクトグラム [6]をデータベースに格納しているが，
WordNetの言語概念と密な連携を取るには十分な数と
は言えない．ユーザに概念体系の補完を任せることで，
ピクトグラムの登録数の増加だけでなくWordNetの
言語概念の精度向上も期待できる．各概念を互いに補
完し合うことで，Piconaの概念体系はより有用なもの
となるだろう．

3 教育効果
3.1 ピクトグラムと言語の融合
言語理解の補助として，ピクトグラムを利用してい
る．Paivioの提案する二重符号仮説 [7]では，言語と
イメージを同時に提示することにより理解や記憶が高
まると述べている．二重符号仮説は，音声，動画，画
像についての研究であるが，本稿では，ピクトグラム
を画像と同等もしくはそれ以上の効果が得られる表現
形態であると考え，学習効果の向上を図っている．言
葉と，その意味を直感的に理解できる表現形態である
ピクトグラムを同時に表示させることにより，ユーザ
の理解促進が期待できる．

3.2 概念体系の追跡
言葉の意味理解の補助として，Piconaでは指定した

単語と関係を持つ単語をWordNetのシソーラス体系
から検索し，その単語に付随するピクトグラムを同時
に表示することができる．また，関係を持つ単語をク
エリとしてWordNetのシソーラス体系をさらに辿るこ
とによって，Piconaの概念体系全体を辿ることができ
る．このように語彙の意味を多角的に知ることによっ
て語彙の理解はより深まっていくのである．

3.3 注視とゲーム性
Schmidtの提案する気づき仮説 [8]を利用し，言葉の
意味理解の補助を行っている．Piconaでは指定した単
語と関係を持つピクトグラムの表示・非表示の切り替
え機能を有している．これによって，ユーザに指定し
た単語が持ち得る関係を，一部分表示されているピク
トグラムや，何らかの関係があるという情報から想像
させている．こうして指定した単語に関する概念体系
を知ろうとする興味を引き立たせることによって，よ
り大きな教育効果が得られるであろう．

4 まとめと今後の課題
本稿では，ピクトグラムとWordNetを連携させる

ことによって概念体系の理解支援システムを構築した．
このシステムは http://picona.info 上で公開している．
今後は，WordNetだけでなく様々な語彙体系，概念

体系と結び付けていく．これによって，より統合的な
概念体系が構築されていくだろう．
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